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粕
壁
宿 

 

六
月
一
日
、
春
日
部
駅
東
口
に14

名
が
集
合
。
ま

ず
は
、
観
光
案
内
所
に
向
か
う
。
こ
こ
で
田
中
さ
ん
が

予
約
し
て
下
さ
っ
た
ガ
イ
ド
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

と
合
流
し
て
、
街
案
内
の
ビ
デ
オ
や
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

類
を
見
て
、
出
発
準
備
。
古
利
根
川
に
向
か
い
、
川
手

前
の
田
村
商
店
へ
。
今
は
、
日
用
雑
貨
を
扱
う
店
で
す

が
、
日
光
道
中
側
は
お
店
で
、
古
利
根
川
に
向
か
っ
て

蔵
が
数
棟
建
っ
て
い
る
。
内
部
も
見
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
日
光
道
中
に
戻
り
、
北
へ
向
か
い
、
途
中
丸
八

酒
店
、
永
嶋
商
店
な
ど
、
同
じ
よ
う
に
店
裏
に
蔵
の
続

く
建
物
を
見
な
が
ら
、
最
勝
院
へ
。
此
処
は
明
治
時
代

に
有
っ
た
馬
車
鉄
道
の
出
発
地
と
の
こ
と
。
左
奥
へ
進

み
、
春
日
部
重
行
の
墓
（
古
墳
）
を
見
る
。
次
は
隣
接

し
て
い
る
、
成
就
寺
へ
。
本
殿
裏
側
か
ら
、
十
二
支
の

夫
々
の
本
尊
が
有
る
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
ほ
の
暗
く

私
に
は
、
余
り
良
く
見
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
新
町
橋
を

渡
り
、
小
渕
の
一
里
塚
道
標
を
見
て
、
脇
道
を
進
み
、

合
祀
さ
れ
て
名
前
も
、
八
坂
香
取
稲
荷
神
社
の
前
へ
。

古
利
根
川
土
手
に
戻
り
、
公
園
橋
の
馬
車
鉄
道
の
レ
リ

ー
フ
を
見
て
、
古
利
根
川
を
渡
り
、
日
光
道
中
に
戻
り
、

東
陽
寺
へ
。
芭
蕉
が
立
ち
寄
っ
た
・
・
・
・
？
と
か
言

い
伝
え
が
あ
る
寺
で
す
が
。
少
し
北
へ
戻
り
、
郷
土
資

料
館
へ
。
此
処
で
粕
壁
宿
の
街
模
型
を
前
に
館
長
か
ら

説
明
、
解
説
を
受
け
る
。
此
処
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ガ

イ
ド
さ
ん
と
お
別
れ
。
あ
り
が
と
う
さ
ま
で
し
た
。
館

内
ロ
ビ
ー
で
昼
食
、
休
憩
。
都
合
に
よ
り
3
名
が
帰
宅

の
途
へ
。
残
る
11
名
は
東
八
幡
神
社
を
見
て
、
土
手
沿

い
を
南
へ
進
む
。
川
風
を
受
け
桜
並
木
の
木
陰
を
歩
き

一
ノ
割
駅
方
向
へ
。
4
キ
ロ
位
で
駅
に
到
着
し
駅
前
の

コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
で
休
憩
。
話
は
色
々
は
ず
み
、
一

時
間
ほ
ど
過
ご
し
て
、
本
日
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
終
了
。

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。 

                  

                         

『
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
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『
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
』 

粕
壁
宿 

粕
壁
宿
（
か
す
か
べ
じ
ゅ
く
）
は
、
江
戸
時
代
に
整
備

さ
れ
、
栄
え
た
宿
場
町
の
一
つ
で
、
日
光
街
道
の
江
戸
・

日
本
橋
か
ら
数
え
て
4
番
目
の
宿
場
で
あ
る
。
現
在
の

春
日
部
駅
北
口
の
旧
街
道
一
帯
が
、
か
つ
て
の
粕
壁
宿

で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

★
宿
駅
と
し
て
成
立
し
た
の
は
元
和
二
年
（16

1
6

）
。

古
利
根
川
を
通
じ
て
、
江
戸
と
結
ん
だ
物
資
の
集
散
地

と
し
て
栄
え
た
。
尚
、
江
戸
・
日
本
橋
か
ら
一
日
歩
き

通
す
と
、
ち
ょ
う
ど
1
泊
目
と
な
る
宿
場
町
が
こ
の
粕

壁
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
旅
人
の
多
く
は
こ
こ
で
宿
を

取
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

天
保
14
年
（1

8
4
3

）
の
調
査

で
は
本
陣
1
軒
、
脇
本
陣
1
軒
、
旅
籠
45
軒
、
問
屋

場1

ヶ
所
、
家
773
軒
が
あ
り
、
規
模
は
23
宿
の
う
ち

の
6
番
目
で
あ
っ
た
。 

街
道
沿
い
に
は
青
物
店
、
穀

物
店
、
精
米
・
精
麦
店
、
飲
食
店
な
ど
が
建
ち
並
び
、
4

と
9
の
つ
く
日
に
は
六
斎
市
が
開
か
れ
、
地
域
経
済
の

中
心
地
と
な
っ
て
発
展
し
た
。 

近
年
の
急
速
な
都
市
化

で
か
つ
て
の
宿
場
町
と
し
て
の
面
影
は
薄
く
な
っ
て
い

る
が
、
当
時
か
ら
の
商
家
も
い
く
つ
か
残
っ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

★
地
名
の
由
来
「
か
す
か
べ
」
の
表
記
は
何
度
か
変
更

さ
れ
て
い
る
。
南
北
朝
時
代
（
14
世
紀
）
、
新
田
義
貞

の
家
臣
春
日
部
氏
が
当
地
を
領
地
と
し
た
こ
と
か
ら

「
春
日
部
」
の
地
名
が
生
ま
れ
た
と
さ
れ
る
が
、
そ
の

後
江
戸
時
代
正
保
年
間
（1

6
4
5

年
頃
）
に
は
糟
壁
、
糟

ヶ
辺
と
い
う
表
記
が
交
互
で
使
わ
れ
て
お
り
元
禄
年
間

（1
7
0
0

年
頃
）
に
粕
壁
、
糟
壁
と
記
す
漢
字
表
記
が
明

治
初
期
あ
た
り
ま
で
交
互
に
使
わ
れ
て
い
た
。
高
橋
至

時
・
伊
能
忠
敬
ら
に
よ
る
大
日
本
沿
海
輿
地
全
図
で
は

粕
壁
と
記
さ
れ
て
い
る
。
明
治
期
に
大
区
小
区
制
を
施

行
し
て
か
ら
粕
壁
と
い
う
漢
字
表
記
に
統
一
し
た
思
わ

れ
る
。
東
武
鉄
道
の
春
日
部
駅
も
開
業
時
か
ら1

9
4
9

年
ま
で
粕
壁
駅
と
い
う
漢
字
表
記
で
使
わ
れ
て
い
た
。

1
9
4
4

年
に
南
埼
玉
郡
粕
壁
町
と
同
郡
内
牧
村
が
合
併

し
た
際
に
南
埼
玉
郡
春
日
部
町
と
し
、
表
記
を
改
め
た
。

春
日
部
駅
は
「
春
日
部
市
粕
壁
1
丁
目
」
に
あ
る
。 

 

              

出
席
者 

岡
村
昭
則
、
田
中 
忠 

２
Ｆ
の
印
刷
室
を
使
っ
て
午
前
中
、
専
科
校
友
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
検
討
会
は
、
６
名
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
委
員
が
参
加
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。
検

討
会
で
次
の
こ
と
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 

 

★
原
稿
収
集
に
つ
い
て
は
、
二
十
二
年
度
公
開
学
習
・

講
座
、
伊
奈
連
協
事
業
、
県
連
協
事
業
は
専
科
校
友
会

会
員
が
参
加
す
る
事
業
に
つ
い
て
の
み
取
材
を
し
て
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
。
原
稿
収
集
は
校
友
会
理
事

会
で
取
材
担
当
者
を
決
め
て
行
う
。
但
し
、
コ
ー
ス
の

こ
と
は
各
コ
ー
ス
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
委
員
が
行
う
。 

文
章
と
写
真
を
別
々
に
メ
ー
ル
で
編
集
委
員
に
送
る
。 

★
専
科
と
し
て
編
集
委
員
を
置
い
て
、
そ
こ
で
原
稿
を

調
整
し
て
当
面
は
、
１７
期
鈴
木
さ
ん
に
送
る
。
専
科
二

期
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
始
動
す
る
よ
う
に
な
る
と
一
期
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
委
員
が
掲
載
す
る
ま
で
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
図
る
必
要
が
あ
る
各
コ
ー
ス
の
記
事
は
別
に
し
て
も

全
体
的
な
こ
と
は
当
面
、
岡
村
が
調
整
し
ま
す
。 

★
毎
月
一
度
開
い
て
い
る
「
専
科
一
期
校
友
会
Ｈ
Ｐ
バ

―
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
検
討
会
」
に
専
科
二
期
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
委
員
を
参
加
さ
せ
て
一
緒
に
専
科
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

勉
強
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
前
段
と
し

て
六
月
十
四
日
、
午
後
五
時
か
ら
専
科
一
期
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
委
員
の
岡
村
が
二
期
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
委
員
へ
の
説

明
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
緒
に
勉
強
す
る
こ
と

に
な
る
と
、
人
数
も
１８
人
を
超
え
る
こ
と
か
ら
部
屋
の

確
保
が
必
要
な
こ
と
か
ら
学
園
に
お
願
い
し
て
一
応
の

内
諾
を
得
ま
し
た
。 

専
科
一
期
と
二
期
が
合
同
で
会
議
を
も
つ
の
は
、
専

科
校
友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
単
独
で
ホ

「
専
科
一
期
校
友
会
Ｈ
Ｐ
バ
―
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ 

検
討
会
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
委
員
（
６
月
４
日
開
催
） 
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ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
す
る
の
で
は
な
く
、
一
つ
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
内
で
編
集
・
掲
載
方
式
で
行
く
た
め
で
す
。 

★
メ
ー
リ
ン
グ
に
つ
い
て
「
ミ
ニ
ミ
ニ
通
信
」
を
送
っ

て
も
、
パ
ソ
コ
ン
が
開
か
な
い
と
い
う
状
況
が
見
受
け

ら
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
場
合
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
い

て
み
る
こ
と
を
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

★
午
後
か
ら
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
い
な
い
委

員
の
立
上
げ
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
り
、
開
設
し
て
い
る
委

員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
に
、
専
科
一
期
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
委
員
だ
け
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
立
上
げ
に
つ
い

て
研
修
し
ま
し
た
。
次
回
か
ら
こ
の
研
修
を
続
け
て
行

く
こ
と
を
確
認
し
て
散
会
し
ま
し
た
。 

                

卓
球
部
だ
よ
り
第
一
号 

 

私
た
ち
卓
球
部
は
、
専
科
第
１
期
の
部
活
の
時
は
部

員
１
７
名
で
し
た
が
、
卒
業
後
に
新
規
加
入
希
望
が
続

き
、
現
在
２
２
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
卓
球
以

外
に
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
物
を
行
う
こ
と
が
評
判
に
な
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

 

平
成
２
２
年
度
の
催
し
物
第
１
弾
は
、
鎌
倉
ハ
イ
キ

ン
グ
で
し
た
（
企
画
は
有
村
さ
ん
、
天
谷
さ
ん
）。 

 

６
月
７
日
（
月
）
午
前
９
時
、
大
宮
駅
に
集
合
し
た

の
は
１
９
名
。
湘
南
ラ
イ
ン
で
約
１
時
間
半
、
北
鎌
倉

駅
に
下
車
。
最
初
の
訪
問
地
は
「
あ
じ
さ
い
寺
」
の
別

名
を
持
つ
明
月
院
で
す
。
こ
こ
の
拝
観
料
は
、
時
期
に

よ
る
変
動
相
場
制
で
あ
り
、
こ
の
日
は
５
０
０
円
。
嫌

な
予
感
が
し
ま
し
た
が
、
案
の
定
、
あ
じ
さ
い
は
満
開

に
は
ほ
ど
遠
い
２
分
咲
き
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
。
こ
れ

が
満
開
と
も
な
れ
ば
人
、
人
、
人
で
身
動
き
で
き
な
く

な
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
日
は
ス
ム
ー
ズ
。
早
々
に
次

の
目
的
地
へ
。 

 

浄
智
寺
の
脇
を
登
っ
た
海
抜
１
０
０
ｍ
程
の
山
の
頂

上
に
葛
原
岡
神
社
が
あ
り
、
そ
の
木
陰
で
昼
食
と
な
り

ま
し
た
。
各
自
持
参
の
お
弁
当
や
お
に
ぎ
り
を
取
り
出

す
の
は
勿
論
で
す
が
、
そ
の
ほ
か
に
も
自
慢
の
漬
け
物

や
食
後
の
お
菓
子
が
皆
の
所
に
廻
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ

こ
そ
中
高
年
ハ
イ
キ
ン
グ
独
特
の
食
事
風
景
で
し
ょ
う

か
。 

  

さ
て
昼
休
み
も
そ
こ
そ
こ
に
、
化
粧
坂
を
左
に
見
な

が
ら
源
頼
朝
公
の
銅
像
の
あ
る
源
氏
山
公
園
へ
。
こ
こ

で
頼
朝
公
を
バ
ッ
ク
に
記
念
写
真
。
続
い
て
、
大
仏
で

有
名
な
高
徳
院
へ
と
山
を
下
り
ま
す
。
実
は
私
、
大
仏

様
と
は
５
０
年
以
上
昔
の
修
学
旅
行
で
来
た
と
き
以
来

の
再
会
で
し
た
が
、
ず
い
ぶ
ん
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
、
痛
々

し
い
お
姿
で
し
た
。
特
に
、
鼻
の
両
側
に
走
る
傷
は
、

ま
る
で
縫
っ
た
跡
の
よ
う
に
見
え
、「
露
座
の
大
仏
お
わ

し
ま
す
」
と
歌
に
は
あ
る
も
の
の
、
せ
め
て
覆
い
堂
で

も
作
ら
な
い
と
崩
壊
す
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
で
す
。

こ
こ
で
ま
た
ま
た
記
念
写
真
。 

 

参
拝
を
終
え
て
江
ノ
電
長
谷
駅
ま
で
の
道
は
と
ん
で

も
な
く
狭
く
、
し
か
も
ダ
ン
プ
街
道
で
も
あ
り
ま
し
た
。

夏
場
は
車
が
動
か
な
く
な
る
そ
う
で
、
こ
こ
に
住
む
の

も
良
し
悪
し
と
思
い
ま
し
た
（
別
に
住
む
予
定
は
あ
り

ま
せ
ん
が
…
…
）
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
か
ら
２
０
分
近
く
遅

れ
て
Ｊ
Ｒ
鎌
倉
駅
に
到
着
。
残
り
３
５
分
で
鶴
岡
八
幡

宮
参
拝
組
と
駅
近
辺
買
い
物
組
に
分
か
れ
、
私
は
若
宮

大
路
の
段
葛
を
久
し
ぶ
り
の
速
歩
で
一
目
散
。
階
段
脇

の
大
イ
チ
ョ
ウ
が
先
般
の
大
風
で
倒
れ
た
こ
と
は
ニ
ュ

ー
ス
に
な
り
ま
し
た
が
、
オ
ー
ッ
何
と
い
う
生
命
力
。

元
の
位
置
に
植
え
た
若
枝
は
、
こ
れ
で
も
か
と
言
う
く

ら
い
生
い
茂
り
、
手
前
に
移
植
し
た
巨
木
の
残
骸
か
ら

も
若
芽
が
吹
き
出
し
て
い
ま
し
た
。
ど
ん
な
に
科
学
が

進
歩
し
て
も
、
人
間
の
生
命
力
は
植
物
に
は
敵
わ
な
い

こ
と
を
改
め
て
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。 

 

駅
に
集
ま
る
と
、
何
人
か
は
鳩
の
形
を
し
た
お
菓
子

の
手
提
げ
袋
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
の
混
雑
し
た
お

店
で
並
ん
で
買
っ
て
き
た
よ
う
で
、
首
相
は
替
わ
っ
て

も
相
変
わ
ら
ず
の
人
気
で
す
。 
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帰
り
の
電
車
は
逗
子
始
発
で
全
員
が
座
れ
、
半
分
眠

り
な
が
ら
大
宮
へ
。
と
い
う
こ
と
で
、
約
１
万
７
千
歩

の
ハ
イ
キ
ン
グ
も
、
無
事
終
了
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た

い
つ
か
、
卓
球
部
の
催
し
物
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
し

ょ
う
。 

 

な
お
、
大
宮
解
散
後
、
反
省
会
が
あ
っ
た
か
ど
う
か

は
、
ご
想
像
に
お
任
せ
し
ま
す
。
（
角
田 

進
） 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                   

専
科
第
一
期
校
友
会
第
二
回
理
事
会
開
催
！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
６
月
１１
日
） 

 出
席
者 

田
中
、
北
氏
、
大
阿
久
、
相
場
、
吉
野
、
斉
藤 

 
 

小
林
、
安
藤
、
天
谷
、
岡
村
の
１０
名
の
理
事 

 

ま
ず
は
、
田
中
校
友
会
会
長
の
盛
り
沢
山
の
議
題
の
説

明
か
ら
入
り
、
順
番
に
議
事
進
行
と
な
り
ま
し
た
。 

議
題
１
、
伊
奈
連
協
報
告
事
項 

（
１
） 

５
月
１
３
日 

伊
奈
連
協
総
会 

行

事
予
定
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
・
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
・
合
同
研
修

会
・
い
き
い
き
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・

学
園
祭
に
つ
い
て
説
明 

（
２
） 

専
科
校
友
会
会
員
が
参
加
す
る
も
の

だ
け
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
用
原
稿
取
材
を

行
う
。
一
部
担
当
を
き
め
た
。 

議
題
２
、
合
同
研
修
（
１１
月
２６
日
実
施
）
に
つ
い
て 

（
１
） 

実
施
計
画
案
と
役
割
分
担
表
も
作
成

さ
れ
た
こ
と
。 

（
２
） 
専
科
と
し
て
は
、
１９
期
が
主
体
と
な

っ
て
行
う
の
で
、
そ
ち
ら
の
要
請
に
よ

っ
て
動
く
こ
と
に
し
て
、
理
事
の
協
力

要
請
を
お
こ
な
っ
た
。 

議
題
３
、
ミ
ニ
広
報
誌
の
発
行
と
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
に 

つ
い
て 

（
１
） 

ミ
ニ
広
報
紙
第
一
号
を
メ
ー
リ
ン
グ

リ
ス
ト
で
送
っ
た
と
こ
ろ
、
次
の
よ
う

な
問
題
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

 
 

 
 
 
 

●
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
は
各
コ
ー
ス
別
に
作
成

さ
れ
て
い
る
の
で
、
広
報
部
長
（
郷
土
コ
ー

ス
）
が
ミ
ニ
広
報
紙
を
健
康
コ
ー
ス
と
ま
ち

づ
く
り
コ
ー
ス
へ
配
送
し
て
も
届
か
な
い
。

従
っ
て
、
各
コ
ー
ス
の
副
会
長
に
送
る
の
で
、 

 
 
 
 
 

各
部
長
か
ら
会
員
に
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
で

配
布
す
る
こ
と
に
し
た
。 

 
 
 
 

●
ミ
ニ
広
報
紙
を
パ
ソ
コ
ン
で
作
成
し
て
い
る

が
、
受
信
側
の
パ
ソ
コ
ン
の
機
種
に
よ
っ
て

機
能
の
違
い
も
あ
り
、
添
付
フ
ァ
イ
ル
が
開

け
な
い
方
が
見
受
け
ら
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
個
別
的
対
応
で
解
決
し
て
き
た
。
各
コ

ー
ス
で
対
応
し
て
も
ら
う
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
る
の
で
見
て
も
ら
う
こ
と
ア

ド
バ
イ
ス
す
る
こ
と
も
お
願
い
し
た
。 

議
題
４
、
専
科
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て 

（
１
） 

各
ク
ラ
ブ
活
動
に
つ
い
て
原
稿
依
頼

を
し
た
。 

（
２
） 

専
科
校
友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
マ
ン

シ
ョ
ン
形
式
で
一
期
か
ら
全
期
に
わ

た
り
一
つ
の
ペ
ー
ジ
を
開
け
ば
全
期

見
ら
れ
る
も
の
を
目
指
し
て
い
る
こ

と
を
説
明
す
る
。 

議
題
５
、
第
一
回
専
科
校
友
会
交
流
会 

●
８
月
２５
日
）
●
さ
い
た
ま
新
都
心
「
ラ
フ
レ 

さ
い
た
ま
」
●
１１
時
〜
１３
時
●
会
費
三
千
円 

 
 

各
コ
ー
ス
の
副
会
長
が
案
内
し
て
人
数
を
把
握
し
ま

す
の
で
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 


